東京学芸大学における日本語総合演習の試み
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Attempts of Japanese General class in Tokyo Gakugei University
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     This paper reports on the activities of Japanese General classes in Tokyo Gakugei University from 2006 Fall semester to 2007 Spring semester. The purpose of the General class is to understand Japanese culture and society from various extracurricular activities and to develop Japanese language proficiency totally.  Those purposes are supposed to be achieved on the whole. From now on, in the activities more deep discussion for feedback and mutual self evaluation are needed.  
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１．はじめに

　日本語教育において、技能別のクラスではなく、それらの能力を総合的に伸ばす「総合」クラスや、課外の活動を組み合わせて行うプロジェクトワークなどの活動が積極的に進められている。（日本語教育研究会資料シリーズ編集委員会編（1994、1998）、藤原雅憲・籾山洋介編（1997）、細川英雄編（2004）など）このような活動例を参考に、東京学芸大留学生センターにおいて、日研生特別演習や日本語総合演習という授業で、おこなった試みをここに紹介し、今後の総合活動型日本語教育の推進に生かしていくことが本稿の目的である。

1． 日本語総合演習とは

　日本語教育研究会編（1994）では、「現実社会で通用するコミュニケーション能力」、「意味のやりとりをなめらかに進める力」を養うための学習活動として、「プロジェクトワーク」に焦点をあて、様々な活動例が紹介されている。（「新聞づくり」、「東京の暮らしの情報パンフレット作り」、「商品調査」、「オリエンテーリング」、「都心見学」、「意識調査」、「公共施設の見学」、「図書館の利用」、「エスニック料理大会」、「研究機関の見学」など）教室活動の流れとしては、１.オリエンテーション、2.タスクの理解、3.アイディアを出し合い、段取りを決めるディスカッション、4.教室外活動に必要な言語練習、5.教室外活動の準備、６．教室外の活動、7.結果を持ち帰ってまとめる、8.調査結果をもとに資料を作り、発表、9.フィードバックのためのディスカッションという流れがある。
日本語教育研究会編（1998）では、「大学生活で必要な日本語の運用能力を高めることだけではなく、自分がこれまで帰属してきた母国の文化をも客観化（相対化）し、異文化間でのコミュニケーションに臨んで、両文化の調整ができ、日本人やほかの留学生など、相手に自分自身を等身大で伝えられる能力を養成すること」を目標として、『日本語総合A』という授業での取組みが紹介されている。授業は、大枠の共通テーマを皆で決め、そのテーマの範疇で各自が個人のサブテーマを決めて、調査研究を行っていくものである。共通テーマとして、「日本・日本人に対する疑問点調査」、「日本の工場見学」、「郷土史『東京の昔と今』研究」、「日本人の労働意識調査」「『異文化へのタビ』研究会の取組み」、「女性」、「高齢化社会を考える」の活動例が挙げられている。
藤原・籾山編（1997）では、上級日本語教育の方法のひとつとして、「プロジェクトワークの実践」が挙げられ、「講演会を行う」の実践例を紹介している。
細川編（2004）では、「問題を発見・解決する総合活動型日本語教育」が目指されている。ここでは、「考えていること（思考）」があって初めてそれが「ことば」として表現されるという、思考と表現の循環プロセスをコミュニケーション活動の総体として捉え、それを支える場面・状況認識としての対人相互関係の重要性を指摘している。具体的には、「レポート集をつくる」という活動が提案され、学習者は小グループに分かれて、自らが選んだテーマに即して自分の考えていることを形（レポート）にしていくという活動をおこなう。活動の流れとしては、１．動機の作成、２．ディスカッション、３．下書きの検討から完成へ、４．相互自己評価という流れが取られる。
東京学芸大学では、これまでこのような総合演習の取り組みは行われていなかったが、2005年10月から日研生（日本語・日本文化研修生）に対して、日研生特別演習という形で、総合演習的取組みを行い始めた。特別演習の目標としては、（１）学内、地域など身近なところから日本の文化・社会を体験し、理解する、（２）教室外の活動を通して、日本語の運用能力を身につける　が挙げられる。また、2006年後期には、全学留学生対象授業で筆者がおこなった日本語総合演習というクラスで、プロジェクトワークとしての活動を試みた。おおきな目標は特別演習の目標と共通するが、全期間を通して地域紹介のパンフレットを作るという目標をたて、それに向かって各自が調べたことをまとめていくという形で、日本語能力の総合的向上を目指した。全体としての総合演習の目的は、複数の教室外活動を行い、文化の体験とともに、現実社会でのコミュニケーション能力を獲得することや自分の母国の文化をも客観化して、日本人や他の留学生に自分自身を表現できる能力を養成することである。

３．2006年後期、2007年前期　日研生特別演習

　まず、2006年10月～2007年7月での2学期間に渡る「日研生特別演習」という授業での活動を紹介する。日研生とは「日本語・日本文化研修生」の略称で、大使館および外国大学の推薦で1年間来る国費外国人留学生のプログラムである。2006年10月来日の日研生は20人（男9人、女11人）で、国籍は、韓国4、中国3（うち香港１）、ヴェトナム１、タイ１、ウクライナ2、ベラルーシ1、ブルガリア1、ポーランド1、スロヴァキア1、フランス2、ドイツ1、スェーデン1、オーストラリア1であった。日本語能力は、中級上から上級程度である。

3.1　2006年度後期　日研生特別演習

　2006年度後期の日研生特別演習のシラバスは次の通りである。今期は、2005年度後期日研生特別演習を担当した教員と二人で行った。
1． オリエンテーション

2． 学園祭発表準備

3． 学園祭発表

4． 学校訪問準備

5． 東京学芸大学附属小金井小学校訪問No1.

6． 研究室訪問・インタヴュー（準備）

7． 研究室訪問・インタヴュー（報告）

8． 学校訪問準備

9． 東京学芸大学附属小金井小学校訪問No2

10． 茶道体験
11． 日本体験報告会
12． 能楽教室
13． 学校訪問準備
14． 東京学芸大学附属小金井小学校訪問No3

3.1.１  学園祭発表　

まず、学園祭発表では、一つの教室を使って、留学生の各国の紹介を行った。各留学生の展示・活動は次のようなものであった。

①　中国・韓国グループ…「中国と韓国の伝統的な遊び」。韓国のユンノリやテギチャギ。中国式の縄跳び。学園祭に来た子どもたちと一緒に遊ぶ。
②　ブルガリアの学生…ブルガリアの伝統的な音楽と踊り。

③　ベラルーシ・ウクライナの学生…民族衣装を着て、地域の絵葉書や人形などを並べ、地域を紹介。
⑤　ベトナムの学生…ベトナムを紹介するビデオ。民族衣装であるアオザイを、来た人たちに着てもらうコーナー。
⑥　タイの学生…象の形に切り抜いた紙に、来た人たちの名前をタイ語で書いて渡すというコーナー。
⑦　フランス、スロヴァキア、ポーランド、ドイツの学生…それぞれ、各地域の特徴などを模造紙に書き、写真などを貼ったり、ビデオで紹介するコーナー。
⑧　オーストラリアの学生…オーストラリアのアボリジニの楽器を作って演奏。
⑨　スェーデンの学生…スェーデンの民話を紙芝居にして、見せながら語るコーナー。
準備期間が短かったものの、それぞれ各国の紹介を工夫を凝らして行い、学園祭に参加した地域の人たちとの交流ができたと思う。思ったよりたくさんの人が参加してくれて、盛り上がったように思う。また、学内の生協留学生委員会の学生にも協力を得て、企画を手伝ってもらい、逆に留学生委員会の喫茶コーナーで留学生が自国の紹介をするということも行った。

　

3.1.2  小学校訪問

東京学芸大学附属小金井小学校は、東京学芸大学と同じキャンパスにあり、昨年より交流授業を行っている。今回は4年生4クラスと3回にわたって、交流授業が行われた。
1回目は、体育館及び食堂で、留学生が各グループの小学生に出身国や自分についての紹介を行い、質問などを受けて交流した。
2回目は、昼に食堂で一緒に給食を食べた後、各学級に留学生が招かれ、小学生の側から日本の紹介を行ってもらった。運動場での演技「なでしこサンバ」の披露もあった。
3回目は、1月の正月明けということもあり、正月の日本の遊びを小学生たちと行った。（たこあげ、竹馬、羽子板、かるた、すごろく、福笑いなど）そして、そのあと教室で留学生の国の年末年始の紹介が行われた。最後に合唱のプレゼントがあった。（ブルガリアの歌にブルガリア人の学生が感動！）
このプログラムは留学生すべてが満足し、様々な感想を寄せてくれた。全体的に、小学生たちの歓迎振りに感動を受け、可愛い小学生たちと交流できたことに対する満足の気持ちを述べてくれていた。

　感想の一部を抜き出してみたいと思う。

○びっくりしたこと、自分の国と違うと感じた点

　小学校の廊下は滑りやすい。着替えが多い。内履きに履き替える。多芸多才。自立している（給食の準備、会での司会）。決められたスケジュールを守る。厳しい規律、制服を着ているのは軍隊みたい。寒い時に半ズボンやスカートをはいている。掃除。給食中に話し手はいけない時間があること。西洋では特にお正月特別なことはしない。

○　疑問に思ったこと

・　「物に対するものとか、崇高なものに対する畏敬の念というものが非常に欠けている」のではないか。自分の国では先生に対する畏敬の念があり、先生が喜ぶから勉強するという状況がある。力を持っている子が弱い子をいじめる。一番元気でうるさい子はもっと静かな女の子から何かの注意をされたときは彼女をまったく無視した。ほめたり、プレゼントを挙げたりするとすごくびっくりする。日本では子どもをあまりほめない。逆に悪いところを指摘してやる気をおこそうとする。（ウクライナの学生）

・　子どもたちのスピーチは、原稿から読み取るばかりで、原稿なしで自分の理解を伝えていないようだった。合唱をしているとき、彼らの顔を見て「本当に楽しんでいるかな」と思った。グループ内の交流になると、子供達は時間スケジュールも質問の順番もちゃんと守り、大人らしく行動していた。それも、あまり自然な行動ではないと思われる。同じように、子どもなのに、大学生みたいにメモしたりしていたことも、正確すぎると思われる。また、子どもたちの聞いたこと、質問は、教科書から取っていたらしく、自ら真面目な興味を持ったものではなかった。正確さと自然さのバランスが必要だ。（ドイツの学生）

　今回の小学校との交流で、アジア系の学生は、日本の文化と共通性が多いこともあり、肯定的な意見が多かったが、概して、ヨーロッパの学生からは、全体としては肯定的なものの上記のような批判的な見方をしている学生もいた。ただ感想文をかいてもらうだけでなく、このような点について、フィードバックの討論が行われなかったのは、今回の反省点である。肯定的な意見だけでは、ああ楽しかったという感想だけに終わりがちであるが、批判的な意見も含めて討論をおこなうことで、より深い気づきと洞察が得られるのではないかと思うからである。

3.1.3 　研究室訪問・インタビュー

研究室訪問・インタビューは、自分が興味のある分野の学芸大学の先生の研究室を訪問し、インタビューして、それを報告、レポートにまとめる活動である。準備の日に、インタビューのやり方を説明し、実際にロールプレイなどもやってみた。1週間の間に各自がそれぞれのインタビューを実施し、翌週にその報告会を行い、報告レポートを書いてもらった。

　

3.1.4　その他の行事

茶道体験は、茶道の師範の資格を持つ大学職員の方と茶道部の学生の協力の下、学内の茶道施設で行われた。正座などになれない人も多かったが、初めての茶道体験に好奇の目を持ち、参加してくれた。茶道体験はきわめて好評で、引き続き茶道を練習したいと申し入れる学生が何人かいた。　

能楽教室は、小金井小学校で、小学生や他の留学生も含めて、行った行事である。本学学生で、かつ能楽師として活動している塩津圭介氏ともう一人の指導で行われた。能で行う所作の意味について、学生たちに聞きながらすすめたり、（たとえば、うれしいときのしぐさ、鳥が飛ぶときのしぐさなど）、音楽や服装の意味などについて説明してくださった。そして、一人の留学生を選んで、義経の服装と面をつけてもらった。最後に二人の能をみせてもらった。

3.1.5 今期授業の反省

　日本の文化を学び、自分の国の文化を紹介し、お互いに学びあうということが、今期の授業の一つのコンセプトとしてあったと思うが、ここで往々にして陥りがちなのは、日本の文化なら歌舞伎や能、茶道などの伝統文化や伝統的な行事、遊びなどを紹介するということになり、文化というのを一つのステレオタイプ的なものとして考えがちになることだ。このことについてオーストラリアの学生の感想について、下に抜き出してみたい。

「このクラスで私が苦労したことがありました。一番大きな事は、よく日本と自分の国の文化を比べさせました。現在のオーストラリアは約200年の為、私たちの文化はまだ若くて、またオーストラリアは本当のマルティカルチュラルな社会なのでオーストラリアの文化は、特に伝統的なことの例を探すときまだ定義しにくいのです。だが、私は新しいことを発見しようとしました。オーストラリアの文化は将来的に現在よりいいものになるかもしれない、そして私は今オーストラリアに住んでいたときよりもっと強い興味を持っています。」

自分の国の文化を紹介してください、といった時、特に伝統的な文化色があまりなく、困ってしまうことがあったようだ。このほかにも、お正月の行事などは、西洋では特になく、紹介するのに困ったり、小学生が失望したりした場面もあったようだった。

また、今期の授業の中で、教室での準備活動や様々な報告活動には、学生はあまり意義を感じられなかったようである。これも、こちらの側の提示の仕方に問題があったようである。

「教室で準備をするのは便利ではないので、時間を無駄にしたように感じました。実は、時々授業の目的が何かわからないことがありました。」

「準備とか冬休みの発表などの授業はあまり面白くなかった。日本の文化、例えば、ある具体的な状況でどのように礼儀正しく対応すればいいのかもっと知りたかった。」

　3回の小学校訪問の準備に各1コマずつとるというのも、初回はあってもいいが、2回目以降は、指示だけであとは各自が宿題としてするほうがよかったかと思った。むしろ、そのあとのフィードバックに1回くらいの時間を取る必要があったのではないかと思う。次回以降の反省として踏まえたい。

3.2　2007年前期　日研生特別演習

　今期の日研生特別演習は、修了レポートの完成を目指して、レポートの書き方を学ぶことを大きな目標として行われた。もう一つは、前学期に引き続き、日本の文化・社会を体験する活動を、留学生の希望を入れて行った。また、ジャーナルの提出を義務付けた。シラバスは次の通りである。

1． オリエンテーション

2． テーマ発表会

3． 資料収集の仕方

4． アウトラインの作り方

5． NHKスタジオパーク（渋谷）見学

6． 中間発表

7． レポートの執筆の仕方１

8． サントリー武蔵野ビール工場見学

9． レポートの執筆の仕方２

10． 歌舞伎鑑賞教室

11． 相撲部屋（佐渡が嶽部屋）見学

12． レポートモデルの検討

13． 国会見学（参議院特別体験プログラム）

14． 口頭発表の仕方。発表会の準備。

15． 修了レポート最終発表会

3.2.1 レポート作成のための授業

　レポート作成のための授業として、教材は『研究発表の方法』産能短期大学を使った。この教材は、テーマの決定から資料収集、アウトラインの作り方、レポートの執筆の仕方（形式、構成、引用、図表など）が、詳しく書かれ、それぞれについて、提出するシートまで準備されている非常に丁寧な教科書である。この教科書に沿って、まず、テーマ決定を行い、テーマ発表用シートを作成させて、2週間後に、テーマ発表会を行った。実質は、その日に全部の学生がテーマ発表をすることができず、3週くらいにわたって、テーマを決められた学生が発表していくという形になった。テーマを発表した学生に対して、担当教員が、テーマが大きすぎるとか狭すぎるとか、資料をどう集めるかなどの質問やコメントを行った。後、資料収集経過報告書の提出やアウトラインの提出を求めたが、実際に出した学生は数名のみで、教科書どおりに進めるのは困難なことが分かった。中間発表も決めた日に実際にやったのはなんとひとりだけだった。レポートの執筆が予定通りに行かないということもあってか、授業を欠席する学生も多くなってきた。これは今期の最大の反省点である。形式のみを求めて、進展させて行くとこういうことになってしまう。細川編（2004）などが実践しているように、レポートを書く動機を討論しながら引き出していったり、もっと討論型の授業にしていけばよかったと反省している。レポート最終発表会は、留学生が司会を行い、1人10分の短い発表時間に関わらず、皆、よく準備をしてまとめてくれ、ほぼ時間通りに終えることができた。学生同士が、相互評価できるように、評価表も作ったが、みな自分の発表に神経がいって、評価表に書き込む人は少なかった。20人の発表を詰め込んでやりすぎという点もあり、もう少し余裕を持った発表会にするべきであった。修了レポートは全員が、締め切りどおりに提出したが、そのテーマをなぜ自分が取り上げたかという動機の掘り下げや、調査をしたもののそれに対する自分の深い考察が不足しているものが多く見られた。やはり、全体として討論や評価、フィードバックの活動が十分にできなかったというのが今回の反省点である。

3.2.2 実地見学

　実地見学は、見学先を学生の希望を聞いて決定したこともあってか、参加する人は多かった。

①「NHKスタジオパーク」では、最新の技術を使った映像や、ニュースキャスターの実地経験などがおもしろかった。
②「サントリー武蔵野ビール工場」は、ビールの作り方についての最新技術を興味深く学び、最後にビールの試飲で喉を潤していた。
③「歌舞伎鑑賞教室」は、研修コース学生との合同行事であったが、最初の歌舞伎についての平易な解説などによって、歌舞伎を身近に感じてもらえたのではないかと思う。
④「相撲部屋見学」は、土曜日の早朝8時から、千葉県松戸市で行われ、入場制限もあって、希望者10人のみになった。ブルガリアの大関・琴欧州と、関脇の琴光喜との稽古が一番迫力があった。留学生たちが案外すもうについて知らないことが意外であった。行く前に、ひととおりすもうのレクチャーをすればよかったと思った。
⑤「国会見学」では、「参議院体験特別プログラム」に参加した。これは、法案の委員会審議と本会議での決定を模擬的に体験するプログラムで、それぞれが、議長や委員長、大臣、副大臣、委員などになり、台本を読みながら進めていくものである。今回は「裁判員制度」の法案の制定過程を擬似体験したが、学生たちは体験を通して法律の制定過程や日本の国会のしくみについて理解を深めてもらえたのではないかと思う。
今後の課題としては、日本語教育研究会編（1998）のように、発案から見学の手配、実行まですべて留学生の手でやらせてみるというのも留学生の活動としてよりよいのではないかと思った。

3.2.3 ジャーナル

　ジャーナルは倉地暁美（1992）のジャーナル・アプローチを参考にして、今回初めて行ったものである。学生からのジャーナルを受け取り、担当教員のコメントを書いて、次の週に返すという形で、総計6回のジャーナル提出を義務付けた。ジャーナルは普通の作文と違い、文法的な間違いを直して返すのではなく、教員との人間的コミュニケーションを重視するものである。日本語教師の習慣でどうしても文法的な間違いがあれば赤ペンを入れたくなるのだが、できるだけそうしないよう、一つの交換日記のようなものとして学生に対する返事を書こうと思っていた。しかし、やっぱり赤ペンを入れてしまう。「正しい日本語」と添削主義の思考（細川編（2004:26））にいかに日本語教師としての自分がとらわれているのかを思いしらされた。学生によっては、レポートのような形で出すものもいたし、最後にまとめて出す学生もいて、交換していくというジャーナルの趣旨が理解されていなかったはやはりこちらの説明不足だったようにも思う。

４．2006年度後期　日本語総合演習

　2006年度後期は、全学留学生対象日本語授業の中で、初めて、日本語総合演習という授業が持たれた。対象は、日本語レベル１，２（中・上級）の学生で、中国4人、台湾2人、韓国2人、ベトナム1人、タイ1人の計10人が参加した。最初のオリエンテーションで、学生にプロジェクトワークについての説明をし、プロジェクトについて、案を求めたが特に出なかったので、担当者から、「地域のパンフレットをつくる」というプロジェクトを提案し、了承を得た。シラバスは次の通りである。

１．オリエンテーション。プロジェクトの決定。

２．プロジェクトの企画。役割分担など。

３．調査の報告１

４．課外授業1（国分寺史跡めぐり）

５．課外授業１の反省。調査の報告２

６．課外授業2（多摩湖サイクリング）

７．課外授業３（高尾山ハイキング）

８．課外授業2、３の反省。調査の報告3

９．課外授業４（小平ふるさと村。小金井公園江戸東京たてもの園）

10．課外授業４の反省。調査の報告４

11．パンフレット制作開始。

12．課外授業5（小金井湧水めぐり）

13.　課外授業5の反省。調査の報告5

14.　パンフレット仕上げ

15.　成果発表会

4.1　プロジェクトの企画と調査

　2回目の授業で、「地域の情報パンフレット」をつくるというテーマで、企画を考え、各自の役割分担を決めた。

まず、各自の住んでいる寮ごとにグループを作って、寮の紹介、周辺の店、見所などを分担。その他に、地域の祭りと行事、国分寺駅、武蔵小金井駅の周辺なども調査対象にすることにした。詳細は以下の通りである。

・一ツ橋寮の紹介、一ツ橋寮の近くの店、小平市平櫛田中彫刻美術館

・東久留米寮の紹介、東久留米寮の近くの店、東久留米市の紹介、寮から大学までの路線

・小平市・国分寺市・小金井市の祭りと行事

・国分寺駅周辺の店

　これらは、各自、調査して適宜「調査の報告」の時間に紹介しながら、文書にまとめてもらっていった。残念ながら国分寺駅周辺の店というのは、実現しなかった。

4.2　課外授業

　第１回目は、「国分寺史跡めぐり」で、「不動橋→お鷹の道→真姿の池→最勝院国分寺→武蔵国分寺跡→文化財資料展示室→国分尼寺跡→国分寺公園→国分寺市民俗資料室」というコースだった。別の学生には、殿ヶ谷戸庭園を取材してもらった。
第2回目は「多摩湖サイクリング」で、学芸大からサイクリングコースで1時間で到着する案外近いところにあった。東久留米から来た学生は結構な距離になったようだ。多摩湖周辺のサイクリングコースをめぐり、東大和市立郷土博物館にも立ち寄り、多摩湖のきれいな景色も楽しんだ。帰りは狭山公園を通り解散した。
第3回目は「高尾山ハイキング」で、会話の授業の学生との合同で行った。ちょうど絶好の紅葉が見られ、高尾山薬王院から高尾山山頂まで行き、帰りはつり橋などの見られる山道のコースを通って帰った。
第４回目は「小平ふるさと村と江戸東京たてもの園」の見学だった。小平ふるさと村では、小平の歴史を伝える農家や水車などを見学した。小金井公園の江戸東京建物園では、昔の様々な建物を見学した。みんな印象が残っているのは、宮崎駿のアニメ「千と千尋の神隠し」のモデルになった子宝湯だったようだ。
第5回目の課外授業は、「小金井湧水めぐり」で、「貫井神社→滄浪泉園→小金井市立はけの森美術館」というコースだった。東京の名湧水に指定されたところで、ほっとするひとときを過ごさせてくれるところであった。

4.3　日本語総合演習の総括

　授業全体としては、下記に掲げる学生の感想のように、おおむね好評であった。やはり、このような活動型の授業は学生の本国でも日本でもあまり経験できなくて、新鮮な感があったからではないかと思われる。ただ、教室活動としての課外授業の反省や調査の報告の時間は、間延びした感じがあった。このことについて、学生からの不満は特になかったが、もっと工夫すべき点であると思う。それから、最後の成果発表会というのは実際にはできなかったし、最後のフィードバック討論も十分には行えなかった。パンフレットのできとしては、まずまずのものができたと思うが、ホームページを通して、この成果を公開するなどができればもっとよかったと思う。

　・　今度総合演習の授業でみんな協力して学校周辺のパンフレットを作り上げました。新しい命が生まれたみたいでとても嬉しいです。普通の授業と違い、学校の外で行った授業が多かったので、新鮮で凄く楽しかったです。自分で調査して、自分で発見して、自分で資料を整理してまとめる事がちょっと大変ですけど、自主トレーニングとして、勉強になったと感じています。それに先生と皆さんと一緒に頑張ってパンフレットを作る時、大家族の感じがして、お互いにより深く了解できるようになりました。一言でいえば、総合演習の授業を取って、良かったです。もし書いてある内容が貴方に少しでも役に立ったら、私たちの一番大きな幸いです。もし貴方もこの授業に興味があったら、ぜひぜひチャレンジしてみてくださいね！

・　この授業は非常に特別な授業だと思います。先生はみんなをつれてくださって、たくさんの見学に行きます。この授業のおかげで、学校や寮の近くをもっと認識することができて、さらに多摩地方の観光名所も見学できます。また、毎回課外授業のあと、先生は私たちが書いた感想を直してくださいます。この授業はとてもいい勉強になると思います。

５．全体の総括と今後の課題

　今回の日研生特別演習と日本語総合演習の試みを通して、初期の目標は達成されただろうか。まず、達成されたこととして、①　歌舞伎や能楽、茶道などの日本の伝統文化を体験してもらう機会が持てた。②　小学校訪問や研究室訪問、学園祭発表、様々な見学活動を通して、日本の社会を体験し、現実のコミュニケーションをする機会が持てた。また自らの文化を発信する機会になった。③　各活動ごとに感想のレポートを課したり、ジャーナルを課することにより、自らの活動を反省し、文章にまとめ表現する機会が持てた。④　日研生特別演習では修了レポートの作成、日本語特別演習ではパンフレットの作成を通して、レポートのまとめ方などの表現技術が学べた。などが挙げられるだろう。

　一方、達成できなかった点、反省すべき点としては、全体として、課外授業に比して、教室活動の不十分性が挙げられる。次の課外活動の準備においては、学習者の主体性を十分に発揮させることができなかったし、課外活動の反省はただ個々の感想文のみにゆだねられ、それを共有したり批判的な討論を行う十分な時間が取れなかったといえる。活動としてはいいものができてもそのフィードバックができないとやりっぱなしで終わりということになってしまう。また、自分の母国の文化をも客観化して自分自身を表現できる能力の養成という点では、そういう討論自体が不十分であった点から、ステレオタイプ的な文化紹介や異文化理解に終わってしまう可能性もあったように思う。

細川編（2004:28-31）では、「学習者主体」を標榜する総合的な活動にしばしば起こる、「理念なき活動」の問題性を指摘している。このような活動は、学外での活動でのインターアクションそのものが目的化してしまって、その活動の目指す理念が見えなくなってしまうという。目的を失ってしまうと、ただ活動し大騒ぎして終わりという結果になりかねない。このような活動主義―活動の目的化を防ぐためには、そうした諸活動によって、何が得られたのか、学習者のどのような点がどのように変化したか、学習者は何をどのように達成したかというような観察が不可欠だとする。そして、その多くは一定期間の成果という形で他者に示されることが必要である。また、その成果は学習者の変容・成長・達成等が形で示されるものでなければならないという。このような指摘から考えると、今回の総合演習の実践は、そのような理念が明確でなかったといわなければならない。学習者の考えを引き出し、討論し、それを成果にし、相互に評価することで、学習者の変容・成長・達成が示されるような総合演習を今後目指していかなければならない。今回の総合演習の試みは、筆者の初めての試みであったが、様々な成果と反省を基にして、次期以降の総合演習に生かしていきたいと考えている。
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